


16  第 ２ 章  気  象 
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解 説 
第 ２ 章 気 象 

気温の長期変動 

100 年で約２度上昇 

大阪管区気象台によると、大阪の年平均気温は長期的に上昇傾向を示しており、100 年当たり約 2.0℃

の割合で上昇しています(統計期間：1883～2019 年)。これは、平年値で比較すると、大阪(16.9℃)と鹿

児島(18.6℃)の差にほぼ相当します。 

平成 31 年・令和元年の気候 

年間平均気温  17.6℃  (平年値 16.9℃) 最高  37.5℃、最低 0.7℃ 

年間降水量総量 1,219.0mm   (平年値 1,279.0mm) 

年間日照時間  2,101.2 時間  (平年値 1,996.4 時間) 

[大阪管区気象台「大阪府の気候変動」より] 

 年平均気温の変化(1883～2019 年) 

[第 2 章 2表より] 

 平均気温、降水量(平成 31 年・令和元年、平年) 

※平年値は 1981-2010 年の 30 年間の観測値の平均をもとに算出しています。

※大阪管区気象台は 1968 年 8 月に観測場所を移転しました。観測場所により実際より高め又は低めの気温が観測される

ことがあるため、移転前のデータについては、観測値に補正を行い、グラフの統計値としています。

※平年値は 1981-2010 年の 30 年間の観測値の平均を元に算出しています。
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変化率：約2.0℃/100年












